
普　通■　捨コンクリート Fd＝18６５短　期１８１８ １５

Ｄ１６以下

Ｄ１９以上

胴縁・シャッター受け

１ 小梁・大梁・柱

SN490C：ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ、SN490B：ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

柱

■　Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（D19以上）をガス圧接とする場合は、日本圧接協会

１ １

□アンカーボルト　SNR400

乗用車専用

（　　　　　　　　　　）

（１） コンクリート

鉄　筋

（４） 鉄　　骨

（６）

（１）　鉄骨工事は指示のない限り下記による

建築場所

工事名称

構造種別

主要用途

屋上付属物

増築計画

付帯工事

（１）

（５）

（６）

（７）

（８）

（９）

（１０）

（５） ボルト

屋根、床、壁

（２）

（３）

特別な荷重 ｍｍ

Φ＝ ｍｍ

□キ－ストンプレ－ト　　　型式

厚

□　門塀　　　　　　　□　擁壁　　　　　　　□　　　　　　　　　□　　　　　　　　　□

Ｌ＝

Ｌ＝

ナット（シングル　、ダブル）

Ｈ＝

Ｍ Ｍ

Ｍ

□特殊デッキプレ－ト

ナット（シングル　、ダブル）

高力ボルトすべり係数試験

□頭付スタッドボルト

異形鉄筋

丸　　鋼

□　有

□　有

□　有

□　無

□　有

床　用 小梁用 主架構用 地震用
部　　　　位適　用

設計 品質

計画供用

期間の級

備　　考

スランプ

（ｃｍ）

高強度せん断補強筋

溶接金網　（ＪＩＳＧ３５５１）

使用箇所（□　柱、□　大梁、□　小梁）

設計用床荷重表　　（Ｎ／ｍ　）

種　　　　類 使　用　箇　所 現場溶接 備　　考

□　鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）　　　　　　　□　壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

□　ＳＲ２３５　

□　ＫＳＳ７８５

□

□

□

□　ＳＭ４９０Ａ

□　ＳＴＫＲ４９０

□　ＢＣＰ２３５ □　ＢＣＰ３２５

□

厚

（１） 地盤調査資料

（２） 地盤調査計画

□　ボーリング調査　　　□　静的貫入試験　　　□　標準貫入試験　　　□　水平地盤反力係数の測定

□　無　　（調査予定　　　　□　有　　　　□　無）　　　　　　　　　　　　　　　□

（１）　コンクリート

の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと

１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

に撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合１日１回以上とし、

■　セメントは、JIS　R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

■　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、

管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センタ－

現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が150ｍ3

■　構造体コンクリートについて、現場の圧縮強度試験供試体（JASS5T-603）は、現場水中養生、または

工事種別

Ｗ／Ｃ

％

□　高　架　水　槽　　　　　　　ＫＮ　　　□　広告塔　　　　　　　　　□　　　　　　　　

□　キュ－ビクル　　　　　　　　ＫＮ　　　□　煙　突　　　　　　　　　□　　　　　　　

□　倉庫積載床用　　　Ｎ／ｍ　　　　　　　　　□　受水槽　　　　　ＫＮ２

基準強度（Ｎ／ｍｍ　）

階　　数（４）

構造計算ル－ト（１１）

（２） コンクリートブロック（ＣＢ）

□Ａ種　　□Ｂ種　　□Ｃ種　　厚□１００，　　□１２０，　　□１５０，　　□１９０，　

※　階躯体とは、当該階柱・壁と見上げ梁・スラブを示す。

（３）　型　枠

注）　１　片持ばり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）　２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）　３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）　５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

　　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）　４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わる物を置く。

■　材料　　合板厚　12mmを標準とする。

■　型枠存置期間

注）　６　上表以外のセメントを使用する場合は・､工事監理者の指示による。

種類
部
位

存

置

期

間

の

平

均

気

温

設計基準強度の

ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種 Ａ種

Ａ種

高炉セメント

シリカセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種 Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

普通ポルト　 早強ポルト

普通ポルト　

早強ポルト早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト　

高炉セメント

■　施工は、JASS5による。

（２）　鉄　筋

「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

クリート構造配筋標準図（1）（2）」または「壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図（1）（2）」による。

きは、200箇所ごと）に1回行い、１回の試験は5本以上とする。

■　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コン

コンクリート

の圧縮強度 85％

5℃～15℃

5℃未満

の

種

類

セ

メ

ン
ト

高力ボルト導入張力確認試験

15℃以上

種　　類　　　　　　　径　　　　　　使用箇所　　　　　　　　継手工法

□　エレベータ　　　　人乗り（ロープ式　油圧式）□　リフト　　　ＫＮ　□　ホイスト　　　ＫＮ　　　

■　ＳＤ２９５Ａ

Ｘ方向ル－ト　　－（　　）　　Ｙ方向ル－ト　　－（　　）

□　ＳＴＫＲ４００

■　ＳＳＣ４００

□　ＳＭ４００

□　要　　■　否

□　要　　■　否

Ｌ＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　液状化判定　　　　　□　標準貫入試験　　　□　土質試験

■　日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

□　有 ■　無

（３）

外観検査　■有　□無　　　引張試験　□有　□無　　　超音波探傷試験　■有　□無　

■　鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

地下　　　　階　　　　　　地上　　　　階　　　　　　塔屋　　　　階

2

■

■　無

■　無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　スウェーデン式サウンディング　

設計積載荷重表

■　ＳＮ４９０Ｂ・Ｃ

■　有　（■　敷地内　　□　近隣）　　　■　ボーリング調査　　　□　平板載荷試験　　　□　水平地盤反力係数の測定

□連続支持とする□デッキプレ－ト　　　　　型式 厚

□スタッドボルト

□

（２）　工事監理者の承認を必要とするもの

■　製作工場 ■製作要領書 ■工作図 ■施工計画書

■　材料規格証明書または試験成績書

■鋼材 ■高力ボルト

■　社内検査表

■　認定または登録工場（　Mグレード　　）

（３）　工事監理者が行う検査項目

（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

□　組立・開発検査

□　

■　製品検査

□　建方検査　

（４）　接合部の溶接は下記によること

Ⅱ（ｶﾞｽ圧接）,Ⅴ（ｽﾗｸﾞ溶接）,Ⅸ（ｽﾎﾟｯﾄ溶接）

□　日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

■　日本建築学会「溶接工作規準、同解説」

□　鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第12章）

□　東京都アーク溶接工事管理基準（建築構造設計指針第12章）

（５）　接合部の検査

■　溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検査率又は検査数

　第三者検査機関名

超音波探傷試験

外観（目視）検査□

□ 個 個 個マクロ試験・その他　

％ ％

検　査　方　法 備　　考検　査　箇　所

社　内　　　第三者　　工事監理者

％

％ ％ ％

めに自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関名とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるた

注２）　現場溶接は、超音波探傷試験を100％行う事。

注１）　現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査を行う事。

１００

１００

■　完全溶込み溶接部

（登録　　　　　号）

２０

２０

■　高力ボルトは、「JIS　B1186の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮

　　などを座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて

　　除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただし、ショ

　　ットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが50S以上である場合は、

　　赤さびは発生しないままでよい。

■　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序

　　は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは一次，二次締めとする。

　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

（６）　防錆塗装

■　防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の

　　部分とする。錆止めペイントは、JIS　K5621、2回塗りを標準とする。

■　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場塗

　　装と同じ錆止めペイントを使用し2回塗りとする。

（７）　耐火被覆の材料

□　

■　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

■　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

■　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の

■　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

■　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

■　必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

　　3倍以上かつ5cm以上を原則とする。

４．地業工事２．使用構造材料

１．建築物の構造内容

５．鉄筋コンクリート工事

３．地　盤

６．鉄骨工事

７．設備関係、その他

■　重ね継手

□　特殊継手

■　無

□　現寸検査

■特殊ボルト

９００ ９００

９８０ ４００

３００

２０００

６００１３００１８００１８００

２９００ ２９００ １８００ ８００

２９００ ２９００ ２４００ １３００

３９００ ３９００ ２９００ １５００

６５０

■　ＳＳ４００ □　ＳＮ４００Ａ･Ｂ･Ｃ

■　ＢＣＲ２９５

壁・スラブＤ１０～Ｄ１６

Ｓ１６以下

６φ～９φ

Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ２９～

備　考適用箇所 種　類

ＰＨ屋根（非歩行）

屋　　根（非歩行）

屋　　根（歩　行）

住　　　　　　　居

事　　　務　　　所

店　　　　　　　舗

自　動　車　車　庫

適用は■印を記入する

２

□　有　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　■　無

ク

リ

ト

コ

ン

ー

（日）

の

材

令

せ　　き　　板

5.0N/mm2

■　新築　　　　　□　増築　　　　　　□　増改築　　　　　　□　改築

□　木造（Ｗ）　　　　　□　補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　　　　　　　　　□　鉄骨造（Ｓ）

□高力ボルト

□中ボルト

□ＡＬＣ版　

□折　版

厚

ｍｍＭ

□Ｆ１０Ｔ　□Ｆ８Ｔ　□Ｓ１０Ｔ　認定品（□Ｍ１６、□Ｍ２０、□Ｍ２２）

■　鉄筋コンクリート造（ＲＣ）　　　　　　　　　　□　壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

構　造　設　計　標　準　仕　様

普　通

普　通■　基礎、基礎梁

１８

１８２４ ２４

２４ ２４

（１）直接基礎

（２）地盤改良

杭基礎

杭　　種　　　　　　　　　材　　　料　　　　　　　　　　施　工　法　　　　　　　　　　　備　考

支持層：GL-　　m

杭仕様　　　□　施工計画書承認　　　□　杭施工結果報告書

試験杭　　（□　有・　無）　　　（□　打ち込み・□　載荷）　　　　本

コンクリート杭

□ＰＨＣ　□Ｈ鋼　

■鋼管　　□摩擦杭

□ＲＣ　　□ＰＲＣ　

　　■ＳＴＫ４９０　

鋼材□ＳＳ４００　　□ＳＴＫ４００

　ＰＨＣ（□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

ＰＲＣ（□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種）

□

コンクリートＦｃ＝　　　　　　　　

スランプ　　　　　　ｃｍ

鉄　筋　　主　筋　　ＳＤ３９０

　　　　　ＨＯＯＰ　ＳＤ２９５Ａ

セメント量　　　　　ＫＮ／ｍ3

Ｎ／㎜2

□　ジオミキシング工法

■　羽根付き鋼管杭工法

□　埋込み（セメントミルク工法）　

□　打ち込み　

□　リバースサーキュレーション

□　アースドリル　□　ミニアース　

□　オールケーシング　　　□　拡底杭

□　手掘

□　機械掘
□　ＢＨ　□　深礎

建設省東住指発第238号

拡底杭

H12年5月31日

日本建築ｾﾝﾀ－認定

　第　　　　　　　号

　年　　　月　　　日

□場所打ち　　　　　

（３）

長期許容支持力度m

m

　　500KN/㎡

注) 砕石置換工法

□　独立基礎■　ベタ基礎 □　布基礎

長期許容支持力度支持層－

上水道施設（管理棟）

電　　　気　　　室

■　ガス圧接継手■　ＳＤ３４５　

□　ＳＤ３９０

■　土間スラブ ５５ Fd＝24標　準

標　準

普　通□　ラップルコンクリート Fd＝18６５１８短　期１８１８

普　通 １８２４ ２４ 標　準■　１階躯体 ５５ Fd＝24

５５ Fd＝24

１５１８ １８ 短　期 ６５ Fd＝18普　通■　無筋コンクリート

載荷試験　□有　　■無

■　ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（200箇所を超えると

□　柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、■H型（タガ型）　□W型（溶接型）　□S型（スパイラル型）とする。

■　コンクリートはJIS認定工場の製品とし、施工に関してはJAS5-2015による。

を越える場合は150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに1回を標準とする。

■　粗骨材の最大寸法は25mmとする。

間隔の限度は、外気温が25℃未満の場合は150分、25℃以上の場合は120分以内とする。

士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間

落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ－圧送技

■　ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリ－トの自由

供試体は、標準仕様書の通り採取試験とする。

■　鉄筋はJIS　G3112の規格品を標準とする。　施工はJASS5（2015）による

□　高強度せん断補強筋は、JISG3137に規定されるD種1号適合品とする。

□　土質試験　　　　　　□　物理探査　　　　　□　平板載荷試験　　　□　試験堀（支持層の確認）

倉　庫（薬　注　室）

非歩行勾配屋根９８０ ９８０ ６００ ４００

外　　　部　　　床 ２９００ ２９００ １８００ ８００

５０００ ５０００ ４６００ ３５００

４０００ ４０００ ３６００ ２５００

屋　根（非　歩　行）

深さGL-2.00

□浅層混合処理工法　□深層混合処理工法　■砕石置換

深さGL-3.15

KN/㎡

長野県伊那市大字伊那字ますみヶ丘350-21,21

支　　　　　柱

　基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

2 3 4 6 8 17 28

3 5 6 10 12 25 28

5 8 10 16 15 28 28

設計基準強度の50％
100％

ポ　　ン　　プ　　室 ７２００ ２８００

６００９８０

３３００

基礎・地中梁・梁

無筋コンクリート

２０００ ６００ ４００

７２００

構 造 設 計 標 準 仕 様

-
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面
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図
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（2）記号
部材の成、又は鉄筋内法直径d…

C …L

D…

r… 中心線 部分間の内法距離半径 部材間の内法高さho…@… 間隔

あばら筋 S.HOOP…HOOP…ST… 帯筋 補強帯筋

鉄筋の種類
鉄筋の径に

よる区分

鉄筋の折り曲げ

内法直径(D)

135°

SD295A

SD295B

3d以上

90°

90° SD490

SD345

SD390

D16以下

D41以下

D25以下

D19～D41

D29～D41

4d以上

5d以上

6d以上

d

180°

d

90°

180°

余長は4d以上とする。

片持スラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い（5）

（6） SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

（1）鉄筋の折り曲げ加工

図

項 目 許 容 差

(mm)

a, b

L

符 号

主 筋
D29以上D41以下

D25以下
各加工

寸法(1)

a, bあばら筋・帯筋・スパイラル筋

加 工 後 の 全 長

a, b ± 15

± 20

± 20

±  5

[注] （1） 各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

加工後の全長(L)

主 筋

スパイラル筋

b

a

a

b

a

b

溶接閉塞形筋

異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。

異形鉄筋

間隔

dodo あき

（3）鉄筋のあき

（4）鉄筋のフック

異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、

a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

 　および下端の両端にある場合の鉄筋(右図参照)

b. 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

d. 単純梁の下端筋

e. その他、本配筋標準に記載する箇所

あばら筋・帯筋

図の  印の鉄筋の重ね継手の

a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

c. 柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分

柱

梁

末端にはフックが必要

余長4d以上

D

余長6d以上

135°

d

D

余長8d以上

折り曲げ角度

La Lb
(フックなし)(フックあり) (フックあり)

L3h L3

定 着 の 長 さ

小梁下端筋 スラブ下端筋

L2

一 般

SD390

SD490

18

21

24～27

39～45

48～60

30～36

21

24～27

39～45

48～60

30～36

24～27

39～45

48～60

30～36

L2h

30d

25d 15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

15d

40d

35d

30d

25d

30d

25d

20d

15d

20d

15d

20d

15d

15d 15d

40d

35d

30d

30d

20d

25d

25d

20d

25d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

15d

40d

40d

40d

35d

30d

35d

35d

30d

30d

25d

30d

25d

25d

25d

20d

20d

20d

20d

20d 20d 10d 10d

かつ

150以上

[注] （1）

スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

（2）

（3）

梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。（4）

（4）

尚、Laの値は原則ろして柱せいの3/4倍以上とする。

加工後の全長(L)

耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。

フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

D

L2

定着起点

90°フック

定着起点

定着起点

余長

下端筋の直線定着長さL3

（小梁・スラブ）

90°フック

定着起点折り曲げ開始点

L2h

8d以上

135°フック

180°フック

定着起点折り曲げ開始点
L2h

定着起点折り曲げ開始点

余長

6d以上

下端筋のフック付き定着長さL3h

L2h

8
d
以

上

L3

余長

D

D

フック付き定着の長さL2h

全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。

D

D

L2

Lb

8d以上

8d以上D

D

L2

L2

La

La

小梁・スラブの上端筋の梁内

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の
折り曲げ定着の投影定着長さLb

投影定着長さLa

（5）定着長さ

（6）継手

dは呼び名に用いた数値とする。

(フックなし)

鉄筋種別
設計基準強度

コンクリート
の

の
コンクリート

設計基準強度

Fc(N/mm )2

Fc(N/mm )2

鉄筋種別

重ね継手長さ

(フックなし)

L3

L1
(フックなし)

L1h
(フックあり)

SD295B

SD295A

SD345

SD295A

SD295B

SD345

SD390

SD490

18

21

39～45

24～27

48～60

30～36

18

21

39～45

24～27

48～60

30～36

18

21

39～45

24～27

48～60

30～36

21

39～45

24～27

48～60

30～36

39～45

24～27

48～60

30～36
45d

40d

35d

35d

30d

30d

30d

45d

40d

35d

35d

30d

50d

45d

40d

35d

35d

55d

50d

45d

40d

50d

45d

40d

35d

30d

25d

20d

20d

35d

30d

25d

25d

20d

25d

20d

35d

30d

30d

25d

30d

25d

40d

40d

35d

35d

30d

35d

35d

30d

[注] （1） フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、

[注] （1）（2）

（2）

表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

（3）

（3）

直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。

■重ね継手

■継手に関する注意点

L3

直線定着の長さL2

D

L1

D

L1h

余長

4d以上

余長

4d以上

折り曲げ開始点

折り曲げ開始点折り曲げ開始点

（小梁・スラブ）

（鉄筋B）

直線重ね継手の長さL1

フック付き重ね継手の長さL1h

（鉄筋A）

鉄筋B鉄筋A

以降のフック部は継手長さには含まない。

1. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

2. D29以上の異径鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

3. 鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない

(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり
 及び内部欠陥がないもの)

b

a

(1.5d)

d d

(1.2d) ( )内はSD490の場合

1.4d以上 d/5以下

d/4以下

圧接面 圧接面

1.1d以上

・ガス圧接形状

・圧接継手 ・重ね継手（下図のいずれかとする）フックなしの場合はL1hはL1

a≧400

L1h L1h

4. ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

6. 非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

5. 溶接継手および機械式継手を用いる場合は、信頼できる期間の評定等を受けたA級継手工法とする。

(配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること)

2mm以下 圧接面

基礎スラブ筋

15d程度

ハカマ筋

のない場合
ハカマ筋
のある場合

ハカマ筋

ハンチを付けた場合 (a≧3)

1. 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

2. 1 の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

    但し上筋と下筋を読みかえる

3. 2 の鉄筋はD13以上

4. 埋戻し土のある場合は40を70とする

②ベタ基礎

1
a

4
0

1

2

L3h

8
d
以

上

L2h

L2 or L3

（1）直接基礎

①独立基礎

ハ
カ

マ
筋

基
礎

ス
ラ

ブ
筋

7
0

15d

杭頭処理要領

約0.5L1h

200以上
へりあき

φ

1
0
0
以

上
 
8
0
0
～

10
0
0

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

φ＋1000以上 100
φ

斫り部分

杭間隔は2×φかつ

か
つ

L2
以

上

杭
主

筋
4
0
d

重
ね

継
手

4
5
d
か

つ
L
1
以

上

② PHC杭

2
0
d

2
0
d

ハ
カ

マ
筋

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋
基

礎
筋

Ａ

Aの拡大図

A

B

1.5L1h以上

コンクリート面

(フック付)
なくてよい

A拡大図

B拡大図

2
0
d

d

杭頭補強要領は特記による

20
d
o 2
0
d
o

2
0
d

7
0

1
0
0

L2h
Lo

印鉄筋は曲げ上げ

d ：基礎筋の径

　　細いほうの径

（2）杭基礎

（3）基礎接合部の補強

Lo≧100かつ4d+70以上

100

L1

Ｈ

45°～60°

L1

L
2

300

※ ※ ※

※

※

W1
300＜H≦1000

配筋は同厚の壁リストにならう

2-D16以上

3-
D1

3

※

※

W1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

L
2

梁
幅

※修正箇所は下線を引くこと

（1）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

① 場所打ち杭

L2

※

o…

CL

1.一般事項

2.鉄筋加工

3.杭・基礎

行い、支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

（2）加工寸法の許容差

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

フック付き

HOOP筋の継手は片側溶接

100以上とする
鉄筋のかぶりは

スペーサー

10d又は重ね継手40d

フラットバー＠3,000
(各4ヶ所)

do：基礎筋・ハカマ筋の

　印筋はD10-＠200とする

H≦300は　印筋は不要とする

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 詳 細 図 （ 1）

-
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内 端 部外 端 部

Ｌ
2

（
一

段
目

）

D

D

L2

D

直線定着

90°フック付直線定着

（
一

段
目

）

8
d

8
d

L2h

D

D

8
d

La以上かつ3/4D以上

D

一般階

最上階

8
d

8
d

D

D D

8
d

La以上かつ3/4D以上 La以上かつ3/4D以上

折曲げ定着

プレート定着

8
d

L
2
（

一
段

目
）

最上階

D

8
d

La以上かつ3/4D以上

L
2
（

一
段

目
）

最上階

D

D
　その工法の適用範囲と仕様を確認する。

※プレート定着には性能証明等を取得した材料を用い、

　プレート定着を用いてはならない。

一般階

一般階

D

8
d

D

12d以上かつ3/4D以上

12d以上かつ3/4D以上

※最上階L型接合部における上端筋の一段目の定着に

8
d

L2

L
2

8
d

最上階

一般階

8
d

8
d

① 

（6）梁主筋の定着

② 

③

④

ことを原則とする。

注：点線は下端筋の曲下げ定着
　　L2を示す。

1/4D

0

3/4D

20d

※1

0/4 ※1

20d

20d

L2

0 /4

0/4※1L2

La

折曲げ起点は3/4Dを超える

柱幅が大きい場合

D

柱幅

CL

※1

※2

L2

L2

150以上
かつ8d以上

フック付

テ－ル長150以上又は180°

※2

※1 /4主筋のカットオフ長さは + 15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による。

b ハンチがある場合

La

D

L2

L2+5d

8
d
以

上
8
d
以

上

L2+5d
L2

一 般 階

あばら筋補強筋

(設計図書による)

L2+5d

L2+5d
L2

D

あばら筋補強筋

(設計図書による)

最 上 階

L
2

8
d
以

上

LaLa

表6-1　特別なカットオフ長さを要する部材 (mm)

0

部 材 名に加える長さ/40 に加える長さ/40

0 /4

0

/40

0 /4 0/4

だけでＬ2がとれる場合でも

しい位置

D

D

*
*

* *

※ D = 大梁成

*

*
※ねじれを受ける梁は特記による。

15d※

15d※

*
* *

* *

第１あばら筋は柱面より配筋する。

は継手の好ま

同サイズを2本巻きとする。

(SA級、A級継手を使用する場合の継手位置は特記による。）

（注、床版がない場合は135°以上のフックとする。）

a

D

b c

8
d

4
d

6d
6d

6d

d

6d

　印は幅止め筋

両側床版付(Ｔ型)梁で c 又は b とすることができる。

e

f 梁成の大きい場合や

8
d

4
d

つり上げ筋は、一般のあばら筋と

6d

6d

部 材 名

腹 筋

(イ) 原則として a のフック先曲とする。片側床版付(Ｌ型)梁で b 、

D＜600 不要

D10＠1000以内で割り付ける

600≦D＜900

900≦D＜1200

1200≦D

1200以上

2－D10　1段

4－D10　2段

D10＠300以内

D13＠300以内

幅止め筋
4
d

4d

D

幅止め筋

腹筋

幅止め筋

一 般 階

D

L
2

柱幅が大きくて、直線部

La

La

フック付とする。

a 一般

つり上げ筋

/4 CL

最 上 階

0

D

6.大梁

(ロ) フックの位置は a にあっては交互、b にあってはスラブ付側とする。

SRC造のあばら筋の納まり

18
0°

曲
げ

（4）あばら筋の型

（5）幅止め筋の本数、加工

に使用することができる。

（3）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（2）大梁主筋の継手

（1）定着

柱中心線を超えて中間折曲げ

圧接継手
(SA・A級継手)

か
つ

1
0
0
0

h
o
／
4

h
o
／
2

h
o
／

4

h
o
／
4

h
o
／

4

カ
プ
ラ

h
o
／
2

（2）柱主筋の定着

機械式継手

により増強する。

に付ける。
必要な定着長さが不足する箇所」h

o

L
2

L
2

L
2

h
o

4
0
0
以
上

h
o
/
2
+
1
5
d

L
2
又

は

L
2
h

4
0
0
以

上

L
2
以
下

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

標
準
1
0
0
0

150以下

〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

P1

P1

設
計

ピ
ッ

チ
以

下

0
.
2
%
以

上
と
す

る

継手の好ましい位置

注 １.　第1帯筋は、梁づらに入れる。
注 ２.　W型で現場溶接をする場合は
　 　 　主筋の位置をさける。

　 　 　交互とする。

150以下

H型 (タガ型)イ

135°
10d以上

ロ W型(溶接閉鎖型) ハ

5d以上

L

15d

6d

6d

ロ 型

h
o

8
d

6d

6d

日 型

皿 型

6d

末端部の添巻は1.5巻以上

6d

4d

6d
6d

L

4d

a

Ｌは50d以上かつ

300mm以上とする

a
a

4d

4d

a

a
6φ-@1000

6φ-@1000

（5）柱脚部の補強

a

h
o
/
2
＋
1
5
d

とする。

第1帯筋

D

a =1.5×(呼び名の数値)

範囲を拘束筋で拘束する。

拘束筋は以下による。

□帯筋と同径・同ピッチ、X・Y 2巻づつ

□図示による

1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の

注 ３.　フックおよび継手の位置は、

第１帯筋

D

1
.
2
D

(c) (下図を参考に設計図書に追記する。)e=150以上

D1

D

e
3/4D21/4D2

L2

L
1

D2

15d

カゴ筋 型

カゴ筋 型

柱
せ

い

150以上

鉄筋並びにはりのせいが小さく、
鉄筋のフックは「柱頭の四隅の

拘束筋

5.柱

（1）柱主筋の継手位置
柱、梁の定着L2以上が確保されない
場合はかご鉄筋で補強、または特記

L
1

主筋と同径

補強かご鉄筋

Ｓ型(スパイラル型)

Lは中間部50dかつ300mm以上

0
.
2
％
以

上
と

す
る

パ
ネ
ル

部
分
は

（3）帯  筋

（4）寄せ筋の保持

※修正箇所は下線を引くこと

(定着、継手)

(定着、継手)

L2

L
2

3/4D以上

※

内 端 部 La以上かつ

(継手範囲)
※

D

8
d

外 端 部

外 端 部 内 端 部

3/4D以上
La以上かつ

3/4D以上

8
d

L
2

L
2

※

L2

※

※

L2

上端筋継手範囲下端筋継手範囲

※

※※

L1

L1

0

0

/2 0/40

0/4 /20 0/4

L2

20d20d

※主筋のカットオフ長さは　 /4 + 15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。0

※主筋のカットオフ長さは　 /4 + 15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による。0

（2）布基礎、べた基礎の場合

※　上端主筋の定着は、やむをえない

  場合、上向きとすることができる。

  のものを２本束ねる。

※　一般のあばら筋と同径のものを２本束ねる。

上端筋継手範囲

1

La以上かつ

※

6～8

梁
幅

ハ
ン

チ

梁幅 ハンチハンチ

※2－D

2－D※

}

}

（４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図

L
2

8
d

L
1h

または
機械式継手

打継ぎ部

　一般のあばら筋と同径

(ロ) (ハ)(イ)

[注] （イ）で、 を使用してよいが、

は使用してはいけない。

（ロ）では、あばら筋の継手は
　　　180°フック付きとする。

溶接継手

8
d

D

（3）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

（6）絞り

帯筋より1サイズ太く

又は同サイズ2本

1
0
0

1
0
0

6d

(a) e≦D/6かつ150

eD2

D

D1

6d

(b) 150≧e＞D/6

4
0
0

L
2
h

e

6d

150以下

15d

D1

D

補強帯筋

20d

15d

（1）独立基礎、杭基礎の場合

D2

L
2

0/4

L2

(長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする。)

柱

4.地中梁 

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）
L2

L2

L2

L2

L2h

L2h L2h

L2

L2

L2

L2

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 詳 細 図 （ 2）

-
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8
d
以
上

　B/2以上

下向きでもよい

L2

25d

10d 以上

斜めでもよい

（単独小梁両端）
0

B

0 /4 15d 15d

20d

注）設計図にカットオフ位置の
　　特記がない場合

　斜めでもよい

小梁外端

正

面

連続端

に必ず入れること。

正　面

（ ）

θ＝45°

補強あばら筋は、小梁主筋側に

B
L3

8
d
以

上

L2

あばら筋を配置
小梁上端筋と同等の

かつ※B/2以上

終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達

B
L3

直線定着としてよい

L2

La

ハンチ

ハンチがない場合の有効せい

ハンチがある場合の有効せい

主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

D

B

D

h

段差部でハンチを設ける例
2 2D　-B　となる場合には段差hがh＞D-

b 段差小梁の配筋(連続端の場合)

小梁

小梁 0 0

0 /6 0 /4/2 0 /2 0 /40 /4

ハンチの検討をする。

c 小梁筋の継手位置

d

L2

先端部

0

0

20d

100以内

L2 8
d
以
上

折り下げること 02/3 +15ｄ以上

かつL2以上

平面図

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

平面図立面図

片持梁の定着

L2

L2

片
持

梁
筋

曲
げ

下
げ

元端部

下端筋位置迄

を入れる

先
端
小
梁

一般階

L2
片持ち梁

-D10@200拘束筋
L2

La

L2

L2

L3h
又はLa

8d

（d）隣接する梁がない場合で柱定着

（b）先端小梁の定着

最上階

L3h
又はLa

L3h
又はLa

大梁主筋

大梁主筋

8
d

8
d

Ｌ
2

（a）先端部の範囲とカットオフ位置

（c）隣接する梁がある場合で柱定着
　　　又は、隣接する梁へ定着する場合

（1）定着
一般床スラブ (四辺固定)

Lb

0 /6 0 /4

B

あばら筋

L3

8
d

L2

y/2

肩筋D13以上

x/2

15d

15dx/4

15d

15d

下端筋の継手位置

下端筋の継手位置

上端筋の継手位置
STRP上に配置

D13

D10
跳上げ止

主筋
(上端)

(下端)
配力筋

（2）屋根スラブの補強

※Lbかつ

※

※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする。

※の個所 (入隅) は各階補強する。b

a 補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

径で　 =1500とし、上端筋の上に配筋する。

配筋の際かぶり厚に注意すること。

小梁の定着a

Lb

8
d

上端筋の継手位置

L3

8
d バーサポート

60100以下 60

バーサポート

100以下L2

8
d

8
d

b 片持スラブ出隅部補強 計算により算出する。

(
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

D
1
3
、

下
端

筋
は

D
1
0
を

設
け

る
）

L
3
は

下
端

筋
の

定
着

出
隅

部
分

の
補

強
筋

x/4

一般床版配力筋L1

L
1

L3

L
3

1
1

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

2

2

1
/2

1/2

1
/2

注 1 2≧ とする。
注 1 2≧ とする。

出隅受け部

出隅部 1/2

それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に

配置する。

（3）片持床スラブ定着及び出隅部補強

L2

出隅部分の補強筋

L2

L2

L2

斜め補強筋

周　囲 斜　め床版厚さＤ

300＜D≦500

150＜D≦300

D≦150 各2-D13

L
2

L
2

2L2

L2

D13

D13

D13

孔と孔のへりあき100以上

注）上端筋の柱内への定着は3/4D以上とすること。

注）出隅部の補強筋は、

（4）床版開口部の補強

L
2

最上階

L2

L2

D
/
2
以

下

全断

D

全断

D

H

D
≦

H
≦

2
D

L1

L1

D13

D16

（5）床版段差

a 片持床スラブ定着

600

D10-@200

折曲 D10-@200

b 間仕切壁との交叉部

D

D
D

2D

300
50

D13

D13

（6）土間コンクリート

2D以上

周囲補強筋

底盤と同配筋

STRP

腹筋

D10-@150

t

L2

L2

L21200×600以下

2-D16

2-D16

CL

底盤と同配筋

注）t：底盤と同厚以上

（7）釜場

（8）打継ぎ補強

 (開口の径500以下程度の場合)

●

● 無筋部分D10-@200長さ800以上

9.壁

（1）定着および継手

a 軽作業の土間

t

L
2

※出隅受け部補強筋は、

設計配筋間隔の1/2ピッチ長さ2L1以上

一段目を配置する。

を
超

え
る

Lb

150以上かつ8d以上

b

L
2
h
か
つ

中
心

線

横筋の配置は上下端
柱面にとも梁、又は床面に

一本目を配置する。

L2

L2hかつ柱中心線を超える

150以上

かつ8d以上

L
2

L
2

a 梁に

(ダメ穴打継面について)

L2

縦筋は、

D13 D13

イ

スラブに上端筋がない場合

は壁配筋と同じ

D13

イ

イ受筋D10

1000

1000

c

d

柱に (平面図)

D13

L2

L
2

D13

L2
L2

L
2

L
2D13

ダブル配筋

2－D13以上 2－D13以上

L2 L2

壁と壁 (平面図)

(非耐力壁とスラブが取り合う場合)

(設計図に記入のあるとき)

スラブに上端筋がある場合

床に

W
ｔ

250 250t

tは階高の1/100程度

柱

シングル配筋

シーリング材使用（耐火構造用目地材）
D10@400程度（防錆処理を施す）

（2）スリット部
完全スリット

L
2

L
2

L2

150以上

D10@200

H

1
0
0
以
下

手　摺

L
2

L
2

H
1
0
0
以

下

D10@200ダブル

D13

120以上

L
2

L2
D13

　　筋を開口をさけて補強する。

（5）耐震壁端部の納まり

L2

L

（4)コンクリートブロック帳壁

パラペット

一般の場合

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口
　　によって切断される鉄筋と同じ鉄

注) 設備の小開口が連続してあく場合

　壁筋に135°フックを設けた場合のLは8ｄとする。

　壁筋にフックを設けない場合のLはL2とする。

L2 L2

L2

：鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

L2

h
0

L
1

L
1

L

t

D10@200ダブル

D13

D13

D10@400

L2

L2

L2

L2

L2受筋D10
最下階

（1）定着

（6）連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

注) h0≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注) 継手部は必ずモルタルを充填すること

注) hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400

注) 補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル

EW180～200の場合4-D13@100シングル

8.床 　版

L2

2
0
d

a
’

（3）手摺、パラペット

（2）梁

EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。

※

※

20d a

B

・ハッチ部分の面積 A cm

補強タテ筋

A＜500 500≦A＜1000

3-D16 4-D16

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・増打ち50以下は補強なし。

2

・150以上の増打ちは図示による。

・B≧400の場合は補強筋を3本とする。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端
　増打コンクリート補強と同様とする。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

・増打ち50以下は補強なし。

・補強筋は、
　以上）とする。

梁主筋の段落し径（D16

・あばら補強筋は、
　とする。

梁と同径、同ピッチ

・腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

10. 柱、梁増打コンクリート補強（　　　　　　 ）増打するときは事前に設計者、
及び工事監理者と打合せのこと

11. 梁貫通孔補強

20d a

a及びa’≦150 印は補強筋を示す

印は補強筋を示す

20d

a
2
0
d

a≦150

a≦D/10 かつa≦150

a≦D/7 かつ a≦150

a

補強筋

D13

D10

補強筋

巾止メ筋

あばら補強筋

あ
ば

ら
補

強
筋

・※柱HOOPと同径、同ピッチとする。

補強筋

θ≒45°

θ≒45°最上階

EW

EW

EW

EW

補強筋

（1）柱

（1）設置可能範囲

（開口補強筋については計算により確認すること）

（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

・150以上の増打ちは図示による。

（但し、H＞800以上の場合、設計図による）

（2）既製品

□製品名

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

梁端部（スパン　／10以内かつ2D以内）は原則として避ける

補強筋

望ましい範囲 （φ1＋φ2）／2 × 3 以上

φ1 φ2

B

o

o/4 o/4

D/3 D

貫通孔が連続して間隔等が取れない
場合は設計者又は工事監理者と打合
せのこと。

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（3）
7.小梁、片持梁

D10@400
CL

10d以上　直線定着の場合は25d以上 10d以上　直線定着の場合は25d以上

各2-D13

各2-D13 各2-D13

各2-D13 各2-D13

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 配 筋 詳 細 図 （ 3）
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▽　GL　+756.50
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地 質 柱 状 図
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10 20 30 40 50

11

BorNo.2
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100 200 300
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9
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(m)

標
　
　
　
尺

(m)

標
　
　
　
高

地 質 柱 状 図

孔 口 標 高

10 20 30 40 50

11

100mm 毎 の

100 200 300

(mm)(mm)(mm) (mm)
(m)

層
　
　
　
厚

1.15

1.45
30101010

2.852.85755.00

ローム

砂　礫

10.157.30747.70

3 4 6 13

2.15

2.45
30101010

4 98 21

3.00

3.18
18

50

50

84.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

10.00

4.08

5.14

6.03

7.15

8.05

9.15

10.15

50

8

50

50

50

50

50

50

15

15

5

15

3

14

13 37

10 8

10

10

10
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ホイルトレール　　吊荷重　5ｋN

雑詳細図

ホイストレール　共通事項

SS 4 0 0

＊ 　 材 　 　 質

SS 4 0 0

S S 4 0 0

＊ 継 手 要 領

・仮ボルト（中ボルト）をプレ－ト熔接後取り除きプラグ熔接とする。

H

BH

F 1BH

F 1

・アンカ－ボルト吊位置は床梁伏図参照とする。

・ 鋼 　 材

・ 高 力 ボ ル ト

・ ア ン カ － ボ ル ト

・ 特 記 な き ボ ル ト

(中 ボ ル ト ）

・アンカ－ボルトは、二重ナット締めとする。

S1 0 T

・仕上げはSOP塗装とする。
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